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議題１．課題別ワーキングの 
 取り組み報告 
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①救急時情報連携ワーキング実績 

第1回 ６月２６日（月） 

      １５名参加 

高齢者救急の現状、課題の共有 
救急時情報連携シートの項目について 
延命処置の意向欄について 
個人情報提供に関わること 

第2回 ７月２０日（木） 

      １６名参加 

救急時情報連携シートの項目について 
シートの運用の流れについて 
救急医療情報キットの同封物について 

第3回 ９月６日（水） 

      １１名参加  

シートの最終案の確認 
保管用ボトルの決定 
シール案の検討 
シートの普及・啓発について 
シートの情報更新について 

第４回 １０月１３日（金） 
       １５名参加 

協議会の意見を報告 

シートの運用にあたり、関係機関（病院、介護
施設）への周知について 

シートの配布対象者への配布方法、周知につ
いて 
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救急医療情報シートの周知啓発 
平成２９年１１月２９日（水） 
       

ケアマネジャー向け説明会 

平成２９年１２月１日（金） シート配布を開始 
市広報紙（１面）にて周知 

平成２９年１２月４～８日 
 消防本部、市地域包括 

病院（市内３病院、市外４病院）を訪問 

平成２９年１２月６日（水） 
消防本部主催救急セミナーでの周知 
（対象は消防署職員） 

平成２９年１２月１９日（火） 
  

民生委員定例会で説明 

平成３０年１月２２日（月） 
 消防本部、白井消防署、西白井消防署、 
 地域包括 

介護施設向け説明会 
 介護施設用シートの運用について 
 運用方法についてのDVD上映 

平成３０年１月２６日（金） 
 白井消防署、西白井消防署、地域包括 

介護施設向け説明会を欠席した施設を 
（９か所）訪問、DVD上映 
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DVD上映（一部） 
「介護施設における救急時 
医療情報シートの使用方法」 
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救急医療情報シートの 
配布・活用実績 

期 間 自宅用シート配布数 

平成29年12月1日 
～ 

平成30年３月10日 
175 
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●活用実績 （平成30年3月９日現在） 
  自宅用シート     １件   
  介護施設用シート  ５件 
 ※地域包括支援センターが救急要請に 
  携わった際に使用する連携シート  3件 



救急時情報連携ワーキングの 
今後の展開について 

・救急医療情報シートの普及 

・急増している高齢者救急搬送数への対応 

・患者本人の意思を事前にくみ取る取り組み 

 （延命治療の希望、最期の過ごし方など） 

・介護施設からの搬送の連携強化 

・介護施設や自宅における看取り対応 

 →介護施設の実態把握、アンケート調査 
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②多職種連携研修企画ワーキング 
ワーキング開催 4回（H29.7～H30.1） 

 平成２９年度 多職種連携研修会 実績  

第１回 平成２９年９月２７日 
      ４２名参加 

「地域包括ケア構築におけるリハビリ職の役割」＆
「自立支援につながるケアマネジメントのポイント」 

第２回 平成２９年１２月１９日 
      ５０名参加 

「多職種で支える摂食嚥下障害のある方への支援
のあり方」 

第３回 平成３０年２月１日 
      ４７名参加 

「なぜ自立支援型地域ケア会議？」 
模擬地域ケア会議 

第４回 平成３０年３月７日 
      ４６名参加 

「認知症高齢者と薬剤」～有害反応について～ 
認知症初期集中支援チームの紹介 
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多職種連携研修企画ワーキングの 
今後の展開について 

・多職種の顔の見える関係づくりを継続 

・各職種の資質向上のための取り組み 

・医療関係者が介護（制度や役割）への理解  

 を深める 

・介護関係者→医療（疾患や治療）への理解 

 を深める 
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③認知症対策ワーキング 
（ポワールの会） 

第１回 平成２９年５月１７日 活動方針について、認知症資源の整理 

第２回 平成２９年７月１９日 
認知症周知啓発月間（９月）について 
認知症川柳の募集が決定 

第３回 平成２９年９月６日 
認知症施策の課題の整理 
優先度、取り組みの方向性について 
①家族支援 ②当事者支援 ③ 周知啓発 

     平成２９年１０月２日 
ふるさとまつり 
メモリーウォーク実施、認知症カフェ開催  

第４回 平成２９年１１月２日 
認知症周知啓発月間の活動報告 
家族支援の取り組みについて 
地域で支える当事者支援について 

第５回 平成３０年１月１７日 
認知症川柳表彰式     ※資料１：報告レポート 
表彰者を交えた意見交換会～当事者・家族支援～ 

第６回 平成３０年２月２８日 来年度の活動に向けて 
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認知症対策ワーキングの 
今後の展開について 

   

・家族支援の充実に向けて 
  家族を対象にしたアンケート調査 

・当事者支援の充実に向けて 
  周囲の人の理解を深めるための取り組み 
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議題２．課題解決に向けた 

    具体策の検討 
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取り組み
４ 

③在宅療養に
関わる機関が、
密に連携して
いる。 

⑤在宅療養に   

 関する相談支
援体制の整備 

取り組み
１ 

取り組み
３ 

取り組み
２ 

取り組み
５ 

様々な取り組みの
結果として 

①在宅療養 
体制の構築 

②在宅療養に関
わる専門職の関
係構築・スキル
アップ 

④在宅療養・ 

認知症に対す
る市民の理解
の促進 

課題 課題 

課題 

課題 

課題 

課題 
課題 

課題 

課題 

課題 

課題 

今回は、課題を解決する
ための取り組みについて

協議します 

医療と介護が必要になっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしが最期までできる 

その結果として 



グループワークの内容 
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「どのような具体的取り組みが考えら
れるか」について、グループで話し合
います。 
●具体策の検討 

●地域内の資源制約を踏まえた実
施時期の優先順位づけ 
●取り組みに関係する職種や機関 

資料２ 



グループワークのすすめ方 
◆資料２ 目標①～⑤の項目ごとに、課題を解決  
  するための具体策の検討をお願いします。 
 
◆1項目の検討時間は、約8分間 （5項目 40分）。 
    「いつ・誰が・どのように・●●に取り組む」、 
  「この課題を解決するためには●●と●●が集まって、 
  検討部会を立ち上げる」 
  というような具体的な提案をお願いします。 
 
◆その後、全体で内容を共有します。（３０分） 
  グループごとの提案を共有し、地域内の資源制約を 
    踏まえた実施時期の優先順位等について話し合います。 
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議題３．認知症初期集中支援チーム 
の開始に向けて 
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資料３  活動マニュアル 

資料４  紹介リーフレット 



議題４．来年度の協議会運営 
 方針について 
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厚生労働省ＨＰより引用 20 



平成29年度の取り組み体制 
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在宅医療・介護連携、認知症対策推進
協議会 

認知症対策 

部会 

救急時情報 

連携部会 

多職種連携 

研修企画部会 



平成30年度の取り組み体制（案） 
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（仮称） 

病院長会議 
在宅医療・介護連携、認知症

対策推進協議会 

認知症対策 

（ポワールの会） 

在宅医療・救
急医療連携 

多職種連携 

研修企画 
市民啓発 

入退院時
連携 



23 

平成30年度 協議会 日程（案） 

第1回 平成30年 6月14日（木） 

第2回 平成30年 9月20日（木） 

第3回 平成30年12月13日（木） 

第4回 平成31年 3月14日（木） 


